
　

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の

発
生
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
２
０
１
１
年
３

月
11
日
の
発
災
以
降
、
官
民
を
挙
げ
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
被
災
者
の
生
活
支
援
や
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

な
ど
は
概
ね
完
了
し
、
町
づ
く
り
や
生
活
環
境
の
整

備
も
進
ん
で
き
た
。

「
復
興
・
創
生
期
間
」
は
、
一
定
の
実
績
や
成
果
を

得
て
、
こ
の
３
月
に
終
了
を
迎
え
る
。
政
府
は
、

「
復
興
・
創
生
期
間
」
後
の
基
本
方
針
を
定
め
、
復

興
庁
の
設
置
期
間
の
10
年
間
延
長
を
は
じ
め
、
復
興

の
基
本
姿
勢
や
取
り
組
み
を
示
し
た
。
こ
の
中
で
、

地
震
・
津
波
被
災
地
域
に
つ
い
て
は
、
復
興
の
総
仕

上
げ
の
段
階
と
位
置
付
け
て
お
り
、
今
後
の
復
興
事

業
の
あ
り
方
や
そ
の
規
模
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変

わ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
東
北
の
再
生
・
創
生
に

向
け
た
課
題
は
未
だ
に
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
、

民
間
に
よ
る
継
続
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
が
よ
り

一
層
高
ま
る
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
被
災
地
の
状
況
に
応
じ
て

変
化
し
て
き
た
、
経
団
連
に
よ
る
復
興
支
援
の
主
な

活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
に
お
け
る
取
り
組
み
の
方
向
性
を
記
す
こ
と
と

す
る
。

復
旧
支
援
と
復
興
に
向
け
た
体
制
整
備

⑴
早
期
復
旧
に
向
け
た
支
援

　

経
団
連
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
、

米
倉
会
長（
当
時
）を
本
部
長
と
す
る
「
東
日
本
大
震

災
対
策
本
部
」（
対
策
本
部
）を
立
ち
上
げ
、
被
災
者

の
生
活
並
び
に
被
災
地
の
産
業
・
経
済
の
一
刻
も
早

い
「
復
旧
」
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
に
注
力
し

た
。「
未
曽
有
の
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
に
向
け
た

緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
を
２
０
１
１
年
３
月
16
日
に
取
り

ま
と
め
、
早
急
に
講
ず
べ
き
対
策
を
政
府
に
要
請
す

る
と
と
も
に
、
経
済
界
と
し
て
も
、
被
災
地
支
援
並

び
に
災
害
対
応
・
復
旧
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
決

意
を
示
し
た
。

　

被
災
地
支
援
に
つ
い
て
は
、
社
会
貢
献
推
進
委
員

会
や
１
％
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、
会
員
企
業
に
救
援
物

資
の
提
供
、
資
金
的
支
援
、
人
的
支
援
を
呼
び
か
け

た
。
被
災
県
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
救
援
物
資
に
係
る

支
援
ス
キ
ー
ム
と
し
て
「
救
援
物
資
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

便
」
を
３
月
18
日
に
立
ち
上
げ
、
延
べ
１
０
０
を
超

え
る
会
員
企
業
・
団
体
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
食
料

品
や
生
活
用
品
を
、
３
回
に
わ
た
っ
て
被
災
地
へ
送

り
届
け
た
。
ま
た
、
対
策
本
部
の
設
立
と
同
時
に
、

義
援
金
と
支
援
金
の
協
力
要
請
を
精
力
的
に
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
発
災
後
か
ら
９
月

末
ま
で
の
会
員
企
業
・
団
体
に
よ
る
金
銭
や
現
物
に

よ
る
寄
付
を
合
わ
せ
た
支
援
額
は
約
１
０
１
１
億
円

と
な
り
、
企
業
の
社
員
や
消
費
者
・
顧
客
等
か
ら
の

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
支
援
の
歩
み
と

今
後
の
取
り
組
み

会長
震災復興特別委員長

中
なかにし

西 宏
ひろあき

明

審議員会議長
震災復興特別委員長

古
こが

賀 信
のぶゆき

行
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寄
付
金（
約
２
１
３
億
円
）を
合
わ
せ
た
経
済
界
全
体

か
ら
の
支
援
額
は
約
１
２
２
４
億
円
に
も
上
っ
た
。

　

人
的
支
援
は
、
１
％
ク
ラ
ブ
に
て
、「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
と
連
携

し
て
「
企
業
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実

施
し
、
４
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
の
間
に
49

社
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
延
べ
２
１
０
０
人
超
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
被
災
地
に
派
遣
し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

各
社
が
独
自
に
展
開
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

⑵
復
興
に
向
け
た
推
進
体
制
の
整
備

　

復
興
に
向
け
た
推
進
体
制
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

だ
。
経
団
連
と
し
て
早
期
復
興
に
向
け
た
総
合
的
な

対
応
を
行
う
た
め
、
対
策
本
部
の
機
能
を
強
化
し
た

「
震
災
復
興
特
別
委
員
会
」
を
２
０
１
１
年
３
月
24

日
に
設
置
し
、「
震
災
復
興
に
向
け
た
緊
急
提
言
」

（
３
月
31
日
）を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
の
中
で
、
政
府

に
お
け
る
強
力
な
司
令
塔
の
確
立
、
復
興
に
向
け
た

「
基
本
法
」
の
早
期
制
定
と
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
十

分
に
踏
ま
え
た
形
で
の
各
基
本
計
画
の
策
定
・
実
行

な
ど
を
求
め
た
。そ
の
後
も
、同
年
６
月
に「
東
日
本

大
震
災
復
興
基
本
法
」
が
成
立
・
施
行
さ
れ
る
ま
で

の
間
に
、３
回
に
わ
た
る
提
言
活
動
を
行
い
、政
府
に

お
け
る
体
制
整
備
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
経
済
界

と
し
て
の
復
興
・
創
生
に
向
け
た
決
意
を
表
明
し
た
。

　

２
０
１
２
年
の
２
月
に
は
内
閣
総
理
大
臣
を
長
と

し
、
総
合
的
・
一
元
的
に
復
興
を
推
進
す
る
「
復
興

庁
」
が
創
設
さ
れ
た
。
復
興
庁
の
創
設
後
、
現
在
に

へ
の
協
力
な
ど
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
団
連
の
提
言
活
動
に
加
え
、
東
北
経
済

連
合
会
と
の
間
で
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
３
回
に
わ

た
る
共
同
文
書
を
取
り
ま
と
め
、
震
災
復
興
の
加
速

に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
旨
を
表
明
し
て
い
る
。

　

被
災
地
の
実
情
や
求
め
ら
れ
る
支
援
、
経
済
界
の

取
り
組
み
な
ど
の
発
信
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

通
じ
て
行
っ
て
い
る
。
政
府
や
被
災
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
や
交
流
促
進
を

目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
説
明
会
を
は
じ
め
と

す
る
会
合
が
２
０
１
２
年
〜
２
０
１
４
年
を
中
心
に

開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
３
月
開
催
の

「
東
日
本
大
震
災
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
、
被

災
地
で
事
業
展
開
す
る
企
業
や
団
体
に
よ
る
新
た
な

販
路
開
拓
や
新
規
事
業
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
会
員
各
社
と
の
交
流
を
図
っ
た
。
翌
２
０
１
７

年
３
月
に
は
「
東
北
応
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い

て
、
復
興
庁
と
取
り
ま
と
め
た
「
風
評
払
拭
に
向
け

た
共
同
ア
ピ
ー
ル
」
を
公
表
し
、
同
年
９
月
に
は
、

産
業
集
積
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
を
図
る

観
点
か
ら
、「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構

想
」
へ
の
参
画
を
幹
事
会
の
場
を
通
じ
て
、
会
員
企

業
・
団
体
に
要
請
し
た
。

⑵
被
災
地
視
察
の
実
施

　

適
時
適
切
な
提
言
や
復
興
支
援
に
向
け
て
、
被
災

地
視
察
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。
２

０
１
２
年
７
月
に
は
、
東
北
地
方
経
済
懇
談
会
の
際

に
、
宮
城
県
名
取
市
の
塩
害
農
地
に
建
設
し
た
水
耕

至
る
ま
で
、
復
興
大
臣
と
の
間
で
の
意
見
交
換
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
企
業
人
材
の
派
遣
な
ど
に
よ
る

人
的
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

復
興
の
加
速
化
に
向
け
た
取
り
組
み

⑴
提
言
活
動
と
情
報
発
信

　

甚
大
な
被
害
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
復
興
・
再
生

に
は
中
長
期
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
必
要
な
状
況
を

踏
ま
え
、
経
団
連
で
は
提
言
活
動
に
加
え
て
、
関
係

組
織
と
の
共
同
宣
言
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
よ
る
情

報
発
信
を
通
じ
て
、
生
活
再
建
や
産
業
復
興
に
向
け

た
継
続
的
な
支
援
を
図
っ
て
き
た
。

「
震
災
か
ら
の
復
興
の
加
速
に
向
け
た
提
言
」（
２

０
１
２
年
７
月
）で
は
、
被
災
地
域
に
お
け
る
事
業

活
動
を
通
じ
た
雇
用
の
維
持
と
新
規
雇
用
の
創
出
に

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
被
災
地
域
で
の
事
業
展
開
に
際
し
直
面
し

て
い
る
課
題
を
整
理
し
、
事
業
環
境
整
備
施
策
の
あ

り
方
な
ど
を
提
示
し
た
。
ま
た
、「
震
災
復
興
の
今

後
の
方
向
性
に
関
す
る
意
見
」（
２
０
１
４
年
10
月
）

で
は
、
５
年
間
の
集
中
復
興
期
間
の
終
了
を
見
据
え
、

基
本
方
針
の
見
直
し
や
地
域
経
済
の
再
生
、
町
づ
く

り
な
ど
、
本
格
復
興
に
向
け
た
被
災
地
域
共
通
の
課

題
に
対
す
る
考
え
方
を
提
言
し
た
。
２
０
１
５
年
以

降
も
、経
団
連
ビ
ジ
ョ
ン『「
豊
か
で
活
力
あ
る
日
本
」

の
再
生
』
や
各
年
度
の
事
業
方
針
に
お
い
て
、
産
業

復
興
や
新
産
業
の
創
生
の
支
援
、
復
興
庁
・
被
災
地

自
治
体
へ
の
人
的
支
援
、
被
災
地
産
品
の
消
費
拡
大
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栽
培
ハ
ウ
ス
や
閖ゆ

り

上あ
げ

漁
港
を
訪
れ
、
農
業
振
興
な
ど

に
向
け
た
課
題
や
復
旧
・
復
興
の
現
状
を
把
握
し
た
。

２
０
１
３
年
６
月
に
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
を
訪
問
し
、
廃
炉
に
向
け
た
作
業
状
況
等

を
視
察
し
た
。
同
発
電
所
に
は
、
震
災
の
発
生
か
ら

５
年
の
節
目
と
な
る
２
０
１
６
年
９
月
に
も
訪
れ
、

廃
炉
作
業
と
と
も
に
汚
染
水
の
流
出
防
止
策
な
ど
に

つ
き
知
見
を
深
め
た
。
２
０
１
８
年
７
月
に
は
、
震

災
遺
構
で
あ
る
仙
台
市
立
荒
浜
小
学
校
な
ど
に
お
い

て
、
震
災
に
お
け
る
津
波
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
、

校
舎
内
外
を
見
学
し
な
が
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

震
災
復
興
特
別
委
員
会
の
活
動
と
し
て
の
被
災
地

視
察
で
は
、
２
０
１
９
年
６
月
に
宮
城
県
・
岩
手
県

沿
岸
部
を
訪
問
し
、
女
川
町
の
須
田
町
長
や
、
現
地

で
復
興
に
向
け
て
奮
闘
す
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
10
月
に
は
、

宮
城
県
大お

お

衡ひ
ら

村む
ら

の
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
を
視
察
し
、

東
北
の
復
興
・
創
生
に
向
け
た
同
社
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
伺
い
、
今
後
の
復
興
支
援
に
向
け
た
新

た
な
視
点
を
得
た
。

　

そ
の
他
、
１
％
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
企
業
の
被
災

地
支
援
担
当
者
が
、
被
災
地
の
状
況
を
把
握
し
、
自

社
の
支
援
内
容
の
策
定
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
視
察
を
２
０
１
１
年
か
ら
15
年
ま
で
の
間
に
７
回

実
施
し
、
多
様
な
組
織
と
の
連
携
に
繋
げ
た
。

⑶
風
評
被
害
の
払
拭
に
向
け
た
マ
ル
シ
ェ
の
開
催

　

東
北
産
品
の
消
費
拡
大
と
東
北
地
方
に
お
け
る
観

光
の
振
興
を
図
り
、
産
業
復
興
の
一
助
と
す
る
こ
と

効
果
の
最
大
化
に
向
け
て
、
活
動
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
る
。
２
０
２
０
年
度
に
お
い
て
は
、「
東
北
復

興
応
援
フ
ェ
ス
タ
」
の
期
間
を
半
年
間
に
延
長
す
る

と
と
も
に
、
登
録
さ
れ
た
各
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
よ

り
広
く
、
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ
た
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
設
立
に
合

わ
せ
て
、
会
員
企
業
・
団
体
の
東
北
関
連
イ
ベ
ン
ト

の
紹
介
に
加
え
、
東
北
経
済
連
合
会
の
「
買
お
う
！

東
北
」
や
東
北
観
光
推
進
機
構
の
「
絆
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
サ
イ
ト
と
も
連
携
し
、
東
北
産
品
の
物
販
や
東

北
へ
の
観
光
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、「
福
島
県
ホ
ー
プ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
注
）」
へ
の
協

力
も
開
始
し
た
。
経
団
連
で
は
、
復
興
支
援
の
観
点

か
ら
、
同
企
画
の
企
業
向
け
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
、
２
０
２

０
年
10
月
に
は
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
参
画
し
た
。
今
後

も
定
期
的
に
福
島
県
と
意
見
交
換
を
行
い
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
た
ゆ
ま
ず
復

興
支
援
に
取
り
組
む
た
め
に
、
復
興
庁
や
地
元
自
治

体
を
は
じ
め
復
興
に
取
り
組
む
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
、
会
員
企
業
・
団
体
と
の
密
接
な
連
携
の
も

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
展
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

経
団
連
で
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

東
北
地
方
の
産
業
振
興
や
風
評
被
害
の
払
拭
を
図
り
、

東
北
の
再
生
・
創
生
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

を
目
的
に
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
に
注
力
を
し
て
い
る
。

２
０
１
４
年
10
月
に
、「
経
団
連
・
Ｊ
Ａ
・
日
経　

被
災
地
応
援
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
、
被
災
地
産
品

の
消
費
拡
大
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
風
評
被
害
の
払

拭
に
貢
献
し
た
。
２
０
１
７
年
度
に
は
11
月
を
復
興

応
援
期
間
と
定
め
、
会
員
企
業
・
団
体
の
東
北
関
連

イ
ベ
ン
ト
を
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
「
東

北
復
興
応
援
フ
ェ
ス
タ
」
を
企
画
し
、
経
団
連
主
催

の
「
東
北
プ
レ
ミ
ア
ム
マ
ル
シ
ェ
」
を
は
じ
め
、
約

30
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
２
０
１
８
年
度
以

降
は
、
復
興
応
援
期
間
を
10
月
か
ら
11
月
の
２
カ
月

間
に
拡
大
し
、「
東
北
復
興
応
援
フ
ェ
ス
タ
」
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
東
北
復
興
応
援
マ
ル
シ

ェ
」
を
開
催
し
た
。

今
後
の
復
興
支
援
の
方
向
性

　

政
府
が
定
め
た
「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
」

（
２
０
２
１
年
度
〜
２
０
２
５
年
度
）で
は
、
地
震
・

津
波
被
害
地
域
に
お
け
る
事
業
規
模
は
大
幅
に
縮
小

さ
れ
、
復
興
交
付
金
も
経
過
措
置
を
設
け
な
が
ら
廃

止
と
な
る
。
一
方
で
、
根
強
く
残
る
風
評
被
害
の
払

拭
、
地
域
経
済
の
礎
と
な
る
産
業
の
活
性
化
な
ど
、

解
決
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
時
間
の
経
過

と
と
も
に
、
震
災
の
記
憶
の
風
化
が
進
む
中
で
、
復

興
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
教
訓
を
社
会
全
体
で
引
き
継

ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
経
団
連
で
は
、
被
災
地
視
察
を
継
続
的

に
実
施
し
な
が
ら
、
復
興
支
援
の
継
続
性
の
確
保
や

（注）福島県が開発した体験型観光プログラム。東日本大震災からの復興と再生、
福島の現状を題材としたツアーを展開している。同県では震災の教訓を題材に 
リスクマネジメントを学ぶ研修プログラムとして、企業向けの展開も計画している。 502021・3
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